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登
場
人
物

マ
リ
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ド
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▼
機
械
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た
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s
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＠
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o
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i
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…
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理
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＠
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…
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／
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メ
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＠
パ
イ
パ
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M
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@
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…
…
…
…
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管
工
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／
笛
吹

ト
ッ
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＠
リ
ペ
ア
ラ
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T
o
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@
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e
p
a
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r
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…
…
…
…
修
理
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／
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師

フ
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＠
リ
ッ
カ
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F
r
e
a
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i
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k
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r

…
…
…
舐
め
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者
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者

▼
ド
ー
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ド
リ
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＠
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ー
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…
…
…
…
…
…
…
ド
ー
ル
の
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ダ
ー
格

ヘ
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H
e
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…
…
…
…
メ
イ
ド
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ア
マ
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ド
ー
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A
m
m
a
n
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a
@
D
o
l
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…
…
…
…
…
ア
ル
ビ
ノ
の
様
な
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肌

ミ
ス
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ィ
＠
ド
ー
ル

M
i
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@
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o
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…
…
…
…
…
…
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色

エ
ル
ザ
＠
ド
ー
ル
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l
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…
…
…
…
…
…
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ド
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
マ
リ
ス
を
変
異
さ
す
も
の



○
前
話
リ
プ
ラ
イ
ズ第

一
話
の
場
面
（
マ
リ
ス
の
キ
ス
を
中
心
に
）
・
台
詞
の
断

片
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
し

マ
リ
ス
「
や
め

、
や
め
て
！

メ
リ
ザ!

!

」

組
み
合
う
怪
物
と
怪
物
。

デ
ヴ
ォ
の
躰
か
ら
火
花
が
激
し
く
迸
り

炎
上
す
る
。

ピ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
！

メ
リ
ザ
の
躰
が
溶
け
て
い
く
。

マ
リ
ス
「
や
め
て
え
え
え
え
え
え
！
」

○
ワ
ー
ク
・
エ
リ
ア
／
一
時
間
後

燃
え
尽
き
た
デ
ヴ
ォ
と
メ
リ
ザ
。
金
属
が
溶
け
、
真
っ
黒
に

な
っ
て
融
合
し
、
塊
と
な
っ
て
床
に
へ
ば
り
つ
い
て
い
る
。

そ
し
て
マ
リ
ス
は

、

マ
リ
ス
は
や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
で
放
心
し
、
座
り
込
ん
で
じ

っ
と
し
て
い
る
。

マ
リ
ス
「

御
免
ね
…
…
、
メ
リ
ザ
＠
パ
イ
パ
ー
…
…
」

マ
リ
ス
の
目
か
ら

涙
が
零
れ
た
。

○
下
層
へ
向
か
う
エ
レ
ベ
ー
タ

○
エ
レ
ベ
ー
タ
内

鈍
く
振
動
音
が
包
む
庫
内
。
マ
リ
ス
は
壁
に
も
た
れ
て
座
り

込
み
、
虚
ろ
に
見
上
げ
て
い
る
。

ガ
ク
ン
。
突
然
止
ま
る
エ
レ
ベ
ー
タ
。

マ
リ
ス
「
…
…
」扉
が
開
き

、
入
っ
て
来
る
の
は
ト
ッ
ド
＠
リ
ペ
ア
ラ
ー
。

全
身
か
ら
医
療
具
や
工
具
が
ア
ー
ム
と
し
て
突
き
出
し
て
お

り
、
老
人
の
様
な
所
作
。

マ
リ
ス
を
一
瞥
す
る
が
、
背
を
向
け
て
エ
レ
ベ
ー
タ
の
操
作

１



盤
に
指
を
延
ば
す
。

マ
リ
ス
「

あ
な
た
は

、
ト
ッ
ド
？

ト
ッ
ド
＠
リ
ペ
ア
ラ
ー
？
」

ト
ッ
ド
「
そ
う
だ
よ
。
私
は
修
理
者
だ
」

マ
リ
ス
「
あ
た
し
を

、
治
し
て
」

ト
ッ
ド
、
振
り
向
き
マ
リ
ス
を
ジ
ロ
ジ
ロ
と
見
る
。

ト
ッ
ド
「

あ
ん
た
は
マ
シ
ナ
リ
ー
じ
ゃ
な
い
。
私
は
マ
シ
ナ
リ
ー
の
修

理
者
な
ん
だ
。
す
ま
な
い
ね
」

マ
リ
ス
、
立
ち
上
が
っ
て
ト
ッ
ド
に
す
が
る
。

マ
リ
ス
「
あ
た
し
は
マ
リ
ス
＠
ド
ー
ル
よ
！

あ
た
し
は
マ
シ
ナ
リ
ー
な
の

！

判
ら
な
い!

?

」

ト
ッ
ド
「

あ
な
た
が
ド
ー
ル
と
な
？

は
て
…
…
。
こ
れ
ま
で
私
は
数

知
れ
な
い
ド
ー
ル
を
修
理
し
て
き
た
が
、
そ
ん
な
躰
の
ド
ー
ル
な

ん
て
見
た
事
も
聞
い
た
事
も
な
い
」

ト
ッ
ド
の
ア
ー
ム
が
数
本
、
マ
リ
ス
の
躰
を
ま
さ
ぐ
る
。

マ
リ
ス
「
…
…
」

ト
ッ
ド
「
こ
の
柔
ら
か
い
膚
、
こ
の
暖
か
さ
、
循
環
液
も
オ
イ
ル
じ
ゃ
な
さ

そ
う
だ
。
動
力
ユ
ニ
ッ
ト
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
と
い
う
ん
だ

ね
。
こ
ん
な
躰
の
ド
ー
ル
は
い
な
い
」

マ
リ
ス
「

あ
た
し
は

、
病
気
な
の
か
も
し
れ
な
い
わ
」

ト
ッ
ド
「
だ
と
し
て
も
、
私
に
は
あ
な
た
を
治
し
て
あ
げ
る
事
は
出
来
な
い

な
。
す
ま
な
い
ね
…
…
」

絶
望
す
る
マ
リ
ス
。

○
快
楽
門

T
h
e
G
a
t
e
o
f
J
o
y

独
り
ぼ
っ
ち
の
マ
リ
ス

。

朽
ち
た
快
楽
の
街
。
崩
れ
た
家
の
残
骸
に
腰
を
下
ろ
し
、
唄

を
歌
っ
て
い
る
。

歌
う
事
も
、
彼
女
が
そ
の
日
に
よ
っ
て
替
え
て
い
た
主
人
を

悦
ば
せ
る
為
の
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
今
は
、
自
分
の
為
に
歌
っ
て
い
る
。

ど
ん
な
に
顔
は
悲
し
げ
で
も
、
声
は
艶
や
か
。

と

、
娼
家
の
一
つ
の
扉
が
開
き
、
女
の
影
が
現
れ
る
。

歌
う
の
を
や
め
る
マ
リ
ス
。

２



マ
リ
ス
「

こ
ん
に
ち
は
、
ド
リ
ス
＠
ド
ー
ル
。
久
し
ぶ
り
ね
」

き
つ
め
の
メ
イ
ク
を
施
し
た
、
完
璧
な
ま
で
の
美
女
。
し
か

し
今
は
そ
の
服
も
薄
汚
れ
て
い
る
。

ド
リ
ス
「
あ
な
た
の
媚
び
た
人
恋
し
い
歌
で
目
が
覚
め
た
の
よ
、
マ
リ
ス
＠

ド
ー
ル
。
情
け
な
い
声
だ
わ
ね
、
相
変
わ
ら
ず
。
今
起
き
た
っ
て
、

誰
が
あ
た
し
た
ち
を
買
っ
て
く
れ
る
っ
て
い
う
の
よ
。
え
え
？
」

ヒ
ー
ル
の
音
を
響
か
せ
、
マ
リ
ス
に
近
づ
く
ド
リ
ス
。

マ
リ
ス
「
あ
た
し

、
独
り
で
寂
し
く
っ
て
…
…
」

マ
リ
ス
の
前
に
立
っ
た
ド
リ
ス

鋭
く
目
を
細
め

ド
リ
ス
「

あ
な
た
、
誰
よ
」

マ
リ
ス
「
あ
た
し
は
マ
リ
ス
」

ド
リ
ス
「

」ド
リ
ス
、
そ
っ
と
マ
リ
ス
の
頬
に
、
自
ら
の
固
く
冷
た
い
指

を
這
わ
せ
る
。

ド
リ
ス
「
何
よ
こ
の
躰
は

」

ド
リ
ス
の
指
、
マ
リ
ス
の
唇
を
な
ぞ
り

ぐ
っ
、
と
少
し
口
腔
内
に
突
き
入
れ
る
。

苦
痛
に
顔
を
歪
め
る
マ
リ
ス
。

ド
リ
ス
「
何
な
の
よ
こ
の
躰
は
！

こ
ん
な
ド
ー
ル
な
ん
て
い
な
い
わ
！
」

マ
リ
ス
「
あ
た
し
は

、
躰
が
お
か
し
い
の
…
…
。
お
か
し
く
な
っ
ち
ゃ

っ
た
…
…
」

ド
リ
ス
「
（
漠
然
と
し
た
恐
怖
）

何
よ
あ
ん
た
は
…
…
」

後
退
る
ド
リ
ス
。

マ
リ
ス
「
あ
た
し
は
、
ド
ー
ル
よ
」

『
違
う
』
、
と
首
を
振
る
ド
リ
ス
。

と
、
娼
家
か
ら
続
々
と
ド
ー
ル
達
が
姿
を
見
せ
始
め
る
。

抜
け
る
様
に
髪
も
膚
も
白
い
ア
マ
ン
ダ
、
褐
色
の
ミ
ス
テ
ィ
、

嗜
虐
者
の
客
に
壊
さ
れ
た
ま
ま
の
姿
の
、
エ
ル
ザ

。

ア
マ
ン
ダ
「
あ
れ
が
、
マ
リ
ス
？
」

ミ
ス
テ
ィ
「
マ
リ
ス
＠
ド
ー
ル
？
」

エ
ル
ザ
「
マ
、
リ
、
ス
…
…
」

マ
リ
ス
「
久
し
ぶ
り
ね
、
み
ん
な
」

前
に
踏
み
出
す
マ
リ
ス
。

一
同
、
下
が
る
。

３



マ
リ
ス
「
…
…
」哀
し
げ
に
止
ま
る
マ
リ
ス
。

最
後
に
、
小
さ
な
影
が
扉
か
ら
出
て
来
た
。

ヘ
ザ
ー
「
み
ん
な
ど
う
し
た
の
？
」

少
女
の
姿
、
メ
イ
ド
衣
装
の
ヘ
ザ
ー
。

マ
リ
ス
「
ヘ
ザ
ー
」

ヘ
ザ
ー
「
マ
リ
ス
？

あ
れ
が
、
マ
リ
ス
な
の
？
」

マ
リ
ス
の
方
へ
歩
き
だ
そ
う
と
し
て

ド
リ
ス
「
ヘ
ザ
ー
！
」

び
く
ん
、
と
立
ち
止
ま
る
ヘ
ザ
ー
。

ド
リ
ス
「
あ
れ
は
マ
リ
ス
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
わ
。
近
づ
い
て
は
駄
目
よ
」

ヘ
ザ
ー
「

ど
う
し
て
？
」

ド
リ
ス
「
あ
れ
は
マ
シ
ナ
リ
ー
で
す
ら
な
い
の
よ
。
ま
る
で

、
ま
る
で

あ
た
し
た
ち
の

マ
ス
タ
ー
達
み
た
い
に
…
…
」

顔
を
見
合
わ
せ
る
ア
マ
ン
ダ
達
。

マ
リ
ス
「

あ
た
し
は
た
だ
壊
れ
て
い
る
だ
け
な
の
に
…
…
。
あ
た
し
は

あ
な
た
と
同
じ
な
の
よ
、
エ
ル
ザ
」

エ
ル
ザ
、
俯
く
。

マ
リ
ス
「

」マ
リ
ス
、
哀
し
そ
う
に
顔
を
背
け
、
向
こ
う
へ
歩
き
だ
す
。

ヘ
ザ
ー
「
マ
リ
ス
…
…
」

ぐ
っ
。
ヘ
ザ
ー
の
肩
を
掴
む
ド
リ
ス
。

ド
リ
ス
「
あ
れ
に
近
づ
い
て
は
駄
目
。
言
う
事
を
聞
く
の
よ
ヘ
ザ
ー
」

ヘ
ザ
ー
「
…
…
」

○
マ
リ
ス
の
部
屋

〔
内
装
は
一
話
参
照
〕

フ
ラ
フ
ラ
と
し
た
足
取
り
で
入
っ
て
き
た
マ
リ
ス
。

部
屋
の
調
度
品
、
床
に
散
乱
す
る
物
達
を
見
渡
す
。

マ
リ
ス
「

誰
も

あ
た
し
を

」

マ
リ
ス
の
視
界
が
歪
む
。

マ
リ
ス
「
…
…
」ネ
オ
ン
の
様
な
光
が
、
ぐ
に
ゃ
り
と
軌
跡
を
描
い
て
流
れ
て

４



い
く
。

暗
い
室
内
が

、
光
に
包
ま
れ

○
ド
ー
ル
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
〔
過
去
〕

マ
リ
ス
、
凝
視
し
て
い
る
。

そ
こ
は

、
ド
ー
ル
の
工
房
。

大
量
生
産
の
ラ
イ
ン
で
は
な
く
、
マ
ネ
キ
ン
工
房
の
様
な
佇

ま
い
。

西
日
が
差
す
、
工
業
地
帯
の
二
階
の
一
室
。

人
の
姿
は
無
く
、
組
み
立
て
途
中
の
ド
ー
ル
の
パ
ー
ツ
が
あ

ち
こ
ち
に
分
散
し
て
置
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
メ
イ
ン
の
作
業
台
に
は
組
み
立
て
途
中
の
ド
ー
ル

の
素
体
。

陶
器
の
様
な
膚
。
メ
カ
ニ
カ
ル
な
要
素
は
、
間
接
部
の
隙
間

か
ら
見
え
る
だ
け
。

未
だ
化
粧
も
施
し
て
い
な
い
そ
の
顔
は

近
づ
く
マ
リ
ス
。

マ
リ
ス
「

あ
た
し
は
、
ド
ー
ル
…
…
」

作
業
台
の
上
の
、
素
体
の
マ
リ
ス
が
目
を
開
い
た
。

○
快
楽
門
〔
過
去
〕猥

雑
に
賑
わ
う
快
楽
の
街
。

美
し
く
化
粧
を
施
し
、
着
飾
っ
た
マ
リ
ス
が
微
笑
ん
で
立
っ

て
い
る
。

マ
リ
ス
の
前
に
立
つ
大
柄
の
男
（
シ
ル
エ
ッ
ト
、
あ
る
い
は

背
部
か
ら
の
ア
ン
グ
ル
で
顔
は
見
え
な
い
）
。

マ
リ
ス
「
夢
を
見
せ
て
あ
げ
る
わ
。
あ
た
し
の
名
前
は
、
マ
リ
ス
」

男
、
マ
リ
ス
の
手
を
と
る
。

○
マ
リ
ス
の
部
屋
〔
過
去
〕

そ
こ
は
確
か
に
マ
リ
ス
の
部
屋
。

５



し
か
し
、
�
今
�
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
部
屋
。

ガ
ラ
ン
と
し
た
部
屋
の
中
央
に
は
、
ク
ラ
シ
カ
ル
な
ベ
ッ
ド
。

そ
の
手
前
に
カ
ウ
チ
と
コ
ー
ヒ
ー
テ
ー
ブ
ル
。
ホ
テ
ル
の
一

室
を
思
わ
せ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
部
屋
の
床
に
座
ら
さ
れ
て
い
る
マ
リ
ス
。

窓
外
か
ら
の
毒
々
し
い
光
で
浮
か
ぶ
、
大
柄
の
男
の
シ
ル
エ

ッ
ト
。

じ
っ
と
男
を
見
上
げ
て
い
る
マ
リ
ス
、
そ
っ
と
両
腕
を
揃
え

て
差
し
出
す
。

〔
以
下
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
的
に
〕

ギ
ュ
ウ
！

マ
リ
ス
の
口
が
無
理
に
開
か
れ
、
ボ
ー
ル
ギ
ャ

グ
が
嵌
め
ら
れ
る
。

後
ろ
か
ら
髪
を
引
っ
張
ら
れ
、
上
を
向
か
さ
れ
る
マ
リ
ス
。

カ
ウ
チ
に
腰
掛
け
、
脚
を
組
ん
で
い
る
マ
リ
ス
。

そ
の
足
元
に
跪
く
、
違
う
男
。
美
し
い
マ
リ
ス
の
、
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
に
包
ま
れ
た
脚
に
頬
を
寄
せ
、
エ
ナ
メ
ル
の
ハ
イ
ヒ

ー
ル
に
舌
を
這
わ
せ
る
。

違
う
男
に
覆
い
被
さ
れ
る
、
ベ
ッ
ド
の
マ
リ
ス
。

違
う
男
に
覆
い
被
さ
る
マ
リ
ス
。

両
腕
を
縛
ら
れ
、
上
か
ら
引
っ
張
ら
れ
て
い
る
マ
リ
ス
。
そ

の
衣
服
を
、
大
柄
の
男
が
持
つ
ボ
ウ
イ
・
ナ
イ
フ
が
切
り
裂

い
て
い
く
。

ま
る
で
聖
母
の
様
に
、
違
う
男
を
胸
に
抱
く
マ
リ
ス
。

鋭
利
な
刃
先
が
マ
リ
ス
の
陶
器
の
様
な
膚
に
疵
を
つ
け
て
い

く
。
血
は
出
な
い
。

６



〔
こ
れ
ら
に
拘
ら
ず
、
印
象
的
な
カ
ッ
ト
を
重
ね
て
下
さ
い
〕

そ
し
て

、
ど
ん
な
時
で
も
、
マ
リ
ス
は
微
笑
ん
で
い
た
。

ど
ん
な
酷
い
事
を
さ
れ
て
も
、
ど
ん
な
に
男
に
賛
美
さ
れ
て

も

。

現
在
の
マ
リ
ス
「
（
恐
怖
）

あ
た
し
は
…
…
、
ド
ー
ル
…
…
」

今
の
マ
リ
ス
が
、
過
去
の
マ
リ
ス
の
後
ろ
姿
を
見
て
い
る
。

過
去
の
マ
リ
ス
は
、
ベ
ッ
ド
に
座
っ
た
男
の
靴
を
舐
め
続
け

て
い
る
。

そ
れ
を
、
現
在
の
マ
リ
ス
が
ブ
ル
ブ
ル
と
震
え
な
か
ら
見
つ

め
て
い
る
。

現
在
の
マ
リ
ス
「
マ
リ
ス
は
、
ド
ー
ル
…
…
、
（
『
い
や
だ
…
…
』
」

背
を
向
け
て
い
た
、
過
去
の
マ
リ
ス
、
作
業
を
や
め
、
ゆ
っ

く
り
と
上
半
身
を
起
こ
し

、
今
の
マ
リ
ス
の
方
に
振
り

向
こ
う
と

現
在
の
マ
リ
ス
「
や
だ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

○
マ
リ
ス
の
部
屋
〔
現
在
〕

マ
リ
ス
の
叫
び
が
響
い
た
そ
の
部
屋
は

、
元
の
ま
ま
に

戻
っ
て
い
る
。

マ
リ
ス
「

あ
た
し

、
あ
た
し
は
ド
ー
ル
な
ん
か
…
…
」

カ
ツ
ン
…
…
。
響
い
た
足
音
に
、
泣
き
は
ら
し
た
目
を
向
け

る
マ
リ
ス
。

マ
リ
ス
「

ヘ
ザ
ー
？
」

物
陰
か
ら
そ
っ
と
、
小
さ
な
躰
を
覗
か
せ
る
少
女
ド
ー
ル
。

ヘ
ザ
ー
「
マ
リ
ス
、
凄
く
壊
れ
て
い
る
の
？
」

マ
リ
ス
「

そ
う
、
み
た
い
…
…
。
な
ん
だ
か

、
胸
が
苦
し
い
の
。

自
分
の
事
を
考
え
る
と
」

ヘ
ザ
ー
、
ゆ
っ
く
り
と
近
づ
く
。

マ
リ
ス
「
ド
リ
ス
に
叱
ら
れ
る
わ
」

ヘ
ザ
ー
「
平
気
。
ド
リ
ス
達
は
み
ん
な
、
油
を
差
し
に
行
っ
て
い
る
も
の
」

ヘ
ザ
ー
、
マ
リ
ス
の
す
ぐ
前
に
。
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ヘ
ザ
ー
「

ほ
ん
と
だ
…
…
。
マ
リ
ス
の
躰
、
と
っ
て
も
変
だ
わ
」

マ
リ
ス
の
頬
に
触
れ
る
ヘ
ザ
ー
。

マ
リ
ス
「

あ
た
し
の
事
、
心
配
し
て
く
れ
た
の
」

ヘ
ザ
ー
「

（
黙
っ
て
微
笑
む
）
」

マ
リ
ス
、
屈
ん
で
ヘ
ザ
ー
の
前
に
自
分
の
顔
を
近
づ
け

マ
リ
ス
「

あ
り
が
と
う
、
ヘ
ザ
ー
＠
ド
ー
ル
、
あ
た
し
は
あ
な
た
の
事
、

好
き
よ
」

ヘ
ザ
ー
「
あ
た
し
も
マ
リ
ス
の
事
が
好
き
。
綺
麗
だ
も
の
」

マ
リ
ス
「
（
微
笑
）
来
て
。
キ
ス
し
て
あ
げ
る
」

ヘ
ザ
ー
、
顔
を
近
づ
け
、
目
を
閉
じ
る
。

マ
リ
ス
「
あ
た
し
に
出
来
る
事
は
こ
れ
し
か
な
い
の
…
…
」

マ
リ
ス
の
唇
が
、
ヘ
ザ
ー
の
唇
に
重
な
る
。

暫
く
そ
の
ま
ま
で
い
る
二
人

。

静
寂

。

ヘ
ザ
ー
「
！
」
目
を
見
開
く
ヘ
ザ
ー
、
ガ
タ
ガ
タ
と
震
え
だ
す
。

マ
リ
ス
「
ヘ
ザ
ー
？
」

マ
リ
ス
を
突
き
飛
ば
し
、
よ
ろ
け
る
ヘ
ザ
ー
。

ヘ
ザ
ー
「
こ
、
こ
、
こ
れ
は
何
ッ
？

ど
う
し
ち
ゃ
っ
た
の
あ
た
し!

?

」

マ
リ
ス
「
ヘ
ザ
ー
！
」

立
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
り
、
尻
餅
を
つ
き
、
手
足
を
バ
タ
バ

タ
と
さ
せ
る
ヘ
ザ
ー
。

ヘ
ザ
ー
「
怖
い
よ
！

怖
い
よ
ぉ
ぉ
ぉ
！
」

マ
リ
ス
「
ヘ
ザ
ー
！

ど
う
し
た
の
よ!

?

」

ヘ
ザ
ー
、
自
分
の
躰
を
自
分
で
ま
さ
ぐ
る
。

ヘ
ザ
ー
「
あ
、
あ
た
し
の
体
が
…
…
、
何
だ
か
変
な
の
！

何
だ
か
と
っ
て

も
変
に
な
っ
て
い
く
の
！
」

マ
リ
ス
、
悟
る
。
ヘ
ザ
ー
は
自
分
と
同
じ
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
事
を
。

マ
リ
ス
「
落
ち
着
い
て
ヘ
ザ
ー
。
大
丈
夫
だ
か
ら
」

ヘ
ザ
ー
、
近
づ
く
マ
リ
ス
に
脅
え
、
後
退
る
。

マ
リ
ス
「
ほ
ら
、
あ
た
し
だ
っ
て
ち
ゃ
ん
と
活
動
し
て
い
る
で
し
ょ
」

ヘ
ザ
ー
「

マ
リ
ス
…
…
」

ヘ
ザ
ー
、
バ
ッ
と
起
き
上
が
り
、
マ
リ
ス
に
飛
び
つ
い
て
抱
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き
し
め
る
。

マ
リ
ス
「

！

ヘ
ザ
ー
、
あ
な
た
の
躰
、
と
っ
て
も
暖
か
い
わ
。
そ
れ

に
こ
ん
な
に
柔
ら
か
い
」

ヘ
ザ
ー
の
躰
を
離
し
、
顔
に
見
入
る
マ
リ
ス
。

こ
れ
ま
で
無
か
っ
た
表
情
が
、
ヘ
ザ
ー
の
顔
に
。

ヘ
ザ
ー
「
あ
た
し

、
マ
リ
ス
と
一
緒
に
な
っ
た
の
ね
？
」

マ
リ
ス
「

（
頷
く
）
」

マ
リ
ス

、
艶
然
と
笑
み

マ
リ
ス
「

そ
う
よ
…
…
、
み
ん
な
あ
た
し
と
同
じ
に
な
れ
ば
、
き
っ
と

幸
せ
に
な
れ
る
ん
だ
わ
…
…
」

○
娼
家

赤
い
室
内
。

ソ
フ
ァ
で
け
だ
る
げ
に
座
っ
て
い
る
ア
マ
ン
ダ
。

ギ
ッ
。
ド
ア
が
開
く
。

ア
マ
ン
ダ
「
（
見
ず
）
ヘ
ザ
ー
？

勝
手
に
出
歩
く
か
ら
ド
リ
ス
が
怒
っ
て

た
わ
よ
。
あ
た
し
た
ち
い
い
迷
惑
だ
っ
た
ん
だ
か

」

ド
ア
に
、
二
人
の
影
が
あ
る
の
に
気
づ
き

ア
マ
ン
ダ
「

マ
リ
ス
…
…
」

マ
リ
ス
と
、
ヘ
ザ
ー
の
シ
ル
エ
ッ
ト
。

ア
マ
ン
ダ
「

こ
、
来
な
い
で
よ
。
ド
リ
ス
に
言
わ
れ
た
で
し
ょ
う
？
」

マ
リ
ス
「
幸
せ
に
な
り
た
く
な
い
？

ア
マ
ン
ダ
＠
ド
ー
ル
」

ア
マ
ン
ダ
「
し
あ
わ
せ
…
…
？
」

ヘ
ザ
ー
「
違
う
も
の
に
な
れ
る
の
よ
、
あ
た
し
た
ち
」

ア
マ
ン
ダ
「
違
う
も
の
、
っ
て
…
…
」

マ
リ
ス
、
す
っ
と
ア
マ
ン
ダ
の
前
に
歩
み
寄
る
。

ア
マ
ン
ダ
、
思
わ
ず
身
構
え
る
が

マ
リ
ス
「
あ
た
し
と
同
じ
に
な
る
の
。
き
っ
と
素
敵
な
事
が
起
こ
る
わ
」

ア
マ
ン
ダ
「
い
い
わ
よ
…
…
、
あ
、
あ
た
し
は
今
の
ま
ま
で
…
…
」

顔
を
近
づ
け
る
マ
リ
ス
。

マ
リ
ス
「
ど
う
し
て
？

永
遠
に
こ
の
ま
ま
誰
も
い
な
い
こ
の
世
界
で
、
同

じ
様
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
の
？

そ
れ
が
幸
せ
な
事
？
」

ア
マ
ン
ダ
「
そ
れ
は
…
…
」
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マ
リ
ス
「
あ
た
し
に
は
そ
う
は
思
え
な
い
。
変
わ
る
の
。
変
わ
っ
て
い
い
っ

て
許
さ
れ
た
の
よ
」

ア
マ
ン
ダ
「

誰
、
に
…
…
？
」

マ
リ
ス
「
判
ら
な
い
。
で
も
、
き
っ
と
そ
う
な
の
。
だ
か
ら
…
…
」

身
を
竦
ま
せ
て
い
る
ア
マ
ン
ダ
の
顎
を
上
げ
、
マ
リ
ス
、
唇

を
吸
う
。

ア
マ
ン
ダ
「
！
（
目
を
見
開
く
）
」

く
す
く
す
笑
い
な
が
ら
そ
れ
を
見
て
い
る
ヘ
ザ
ー
。

○
快
楽
門
の
路
地
裏床

を
舐
め
て
い
る
、
フ
レ
デ
ィ
＠
リ
ッ
カ
ー
、
近
づ
く
人
影

に
顔
を
上
げ
る
。

フ
レ
デ
ィ
「
マ
リ
ス
か
い
？

マ
リ
ス
な
ん
だ
ろ
う
？

お
か
し
い
な
、
視

覚
認
知
と
Ｉ
Ｄ
認
知
に
誤
差
が
あ
る
…
…
」

近
づ
く
マ
リ
ス
。

マ
リ
ス
「
フ
レ
デ
ィ
、
キ
ス
を
し
て
あ
げ
る
」

フ
レ
デ
ィ
「
そ
い
つ
は
嬉
し
い
ね
。
こ
ん
な
薄
汚
れ
た
フ
レ
デ
ィ
に
、
ド
ー

ル
の
キ
ス
を
恵
ん
で
く
れ
る
と
は
。
け
ど

、
ど
う
し
て
…
…
」

マ
リ
ス
、
屈
ん
で
フ
レ
デ
ィ
の
前
に
顔
を
近
づ
け
る
。

マ
リ
ス
「
あ
た
し
が
出
来
る
事
は
、
こ
れ
だ
け
だ
か
ら
…
…
」

フ
レ
デ
ィ
「

マ
、
リ
ス
…
…
？
」

マ
リ
ス
、
キ
ス
を
す
る
。

フ
レ
デ
ィ
の
鋼
鉄
の
躰
が

、
生
き
物
の
様
に
脈
打
ち
始

め
た
。

○
別
の
娼
家

ベ
ッ
ド
脇
の
床
に
、
不
自
然
な
姿
勢
で
横
た
わ
る
エ
ル
ザ
。

半
壊
し
た
躰
が
ギ
ギ
ッ
ギ
ギ
ッ
と
歯
車
の
音
を
時
折
立
て
る
。

そ
の
前
に
立
つ
ヘ
ザ
ー
。

ヘ
ザ
ー
「
エ
ル
ザ
。
壊
れ
た
ま
ま
の
エ
ル
ザ
＠
ド
ー
ル
。
あ
た
し
が
キ
ス
し

て
あ
げ
る
ね
」

エ
ル
ザ
「
キ
、
ス
…
…
」
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○
快
楽
門
入
り
口
付
近

ヒ
ー
ル
の
音
を
響
か
せ
、
歩
い
て
来
る
ド
リ
ス
と
ミ
ス
テ
ィ
。

ド
リ
ス
「

ふ
ざ
け
て
い
る
わ
！

あ
た
し
た
ち
の
分
の
油
を
ち
ゃ
ん
と

と
っ
て
お
か
な
い
だ
な
ん
て
」

ミ
ス
テ
ィ
「
で
も
、
ま
た
下
の
階
層
か
ら
掘
り
出
し
て
く
る
っ
て

」

ド
リ
ス
「
あ
た
し
が
言
っ
て
い
る
の
は
そ
ん
な
事
じ
ゃ
な
い
わ
！
」

ミ
ス
テ
ィ
「
…
…
」

ド
リ
ス
「
あ
た
し
た
ち
ド
ー
ル
は
、
こ
の
オ
ー
ガ
ン
の
中
で
不
要
な
マ
シ
ナ

リ
ー
だ
っ
て
い
う
事
な
の
よ
」

ミ
ス
テ
ィ
「
で
も
…
…
、
確
か
に
ド
ー
ル
は
こ
こ
で
は
す
る
事
が
も
う
…
…
」

ド
リ
ス
「
ミ
ス
テ
ィ
！
」

お
し
黙
る
ミ
ス
テ
ィ

。

ド
リ
ス
「
（
嘆
息
）
い
い
わ
、
ド
ー
ル
を
集
め
て
。
こ
れ
だ
け
の
ド
ー
ル
が

こ
こ
に
は
残
っ
て
い
て
、
油
が
必
要
だ
と
い
う
事
を
ジ
ョ
ー
＠
ア

ド
ミ
ン
に
教
え
て
あ
げ
な
き
ゃ
」

ミ
ス
テ
ィ
、
先
に
立
っ
て
歩
き
だ
す
。

ド
リ
ス
「
全
く
退
屈
だ
わ
、
こ
の
世
界
は
…
…
」

ミ
ス
テ
ィ
は
、
娼
家
の
あ
る
路
地
へ
曲
が
っ
て
い
く
。

独
り
残
さ
れ
る
ド
リ
ス
。

ド
リ
ス
、
ふ
と
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
包
ま
れ
た
自
分
の
脚
を
見

る
。
く
き
く
き
、
と
動
か
す
。
膝
間
接
か
ら
異
音
。

深
く
嘆
息
し
、
ド
リ
ス
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
ガ
ー
タ
ー
か
ら

外
し
、
白
く
陶
器
の
様
な
脚
部
を
露
出
さ
せ
る
。

間
接
部
は
球
体
の
複
合
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

幾
度
か
脚
を
屈
伸
さ
せ
る
ド
リ
ス
。
油
が
切
れ
て
い
る
の
だ
。

ド
リ
ス
「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
歩
く
事
だ
っ
て
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
…
…
。

ミ
ス
テ
ィ!

?

何
を
モ
タ
モ
タ
し
て
い
る
の
よ
！

み
ん
な
を
早

く
集
め
て
！
」

応
え
る
声
は
無
い
。

苛
立
た
し
げ
に
腕
を
組
む
ド
リ
ス
。

そ
の
背
後
に

影
。

未
だ
ド
リ
ス
は
気
づ
か
な
い
。
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ド
リ
ス
「
ミ
ス
テ
ィ!

?

返
事
を
な
さ
い
！

聞
こ
え
な
い
の!

?

」

影
、
ゆ
っ
く
り
と
ド
リ
ス
に
近
づ
く
。

ド
リ
ス
「

っ
た
く
…
…
」

ド
リ
ス
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
直
そ
う
と
身
を
屈
め
る
と

す
ぐ
背
後
に
い
た
者
に
気
づ
い
て
ハ
ッ
と
振
り
向
く
。

ド
リ
ス
「!

!

（
息
を
呑
む
）
」

そ
こ
に
立
っ
て
い
た
の
は

、
エ
ル
ザ
。
半
壊
し
た
躰
が

そ
の
ま
ま
有
機
生
体
に
変
容
し
て
い
る
。
あ
ま
り
に
も
不
気

味
な
姿
。

ド
リ
ス
「

な
、
何
よ
あ
ん
た
は
…
…
」

エ
ル
ザ
「
（
微
笑
む
）
私
よ
、
エ
ル
ザ
」

ド
リ
ス
「
エ
ル
ザ
…
…
？

そ
の
体
…
…
」

エ
ル
ザ
「
私
、
生
ま
れ
変
わ
れ
た
の
。
マ
リ
ス
の
キ
ス
の
お
か
げ
で
」

一
歩
前
へ
進
む
エ
ル
ザ
。

即
座
に
退
く
ド
リ
ス
。

ド
リ
ス
「
マ
リ
ス
に
会
っ
た
の
ね!

?

あ
た
し
が
駄
目
だ
っ
て
言
っ
た
の
に

言
う
事
を
聞
か
な
か
っ
た
の
ね!

?

」

エ
ル
ザ
「
ド
リ
ス
も
し
て
も
ら
え
ば
い
い
の
に
」

ド
リ
ス
「
え
え
っ!

?

」

エ
ル
ザ
「
マ
リ
ス
の
キ
ス
。
今
、
と
っ
て
も
気
持
ち
い
い
の
よ
、
私
」

ド
リ
ス
「
何
言
っ
て
る
の
よ
！

あ
な
た
の
今
の
姿
…
…
」

エ
ル
ザ
「
前
み
た
い
に
、
私
は
綺
麗
に
な
っ
た
の
よ
。
そ
う
で
し
ょ
う
？

ド
リ
ス
」

ド
リ
ス
「
（
顔
を
歪
め
る
）

」

バ
ッ
と
背
を
向
け
、
不
自
然
な
走
り
方
で
そ
の
場
を
離
れ
る

ド
リ
ス
。

○
娼
家

バ
ン
！

扉
を
開
け
、
入
っ
て
来
る
ド
リ
ス
。

ド
リ
ス
「
ミ
ス
テ
ィ
！

ミ
ス
テ
ィ!

?

」

ソ
フ
ァ
で
ぐ
っ
た
り
と
な
っ
て
い
る
ミ
ス
テ
ィ
。

ド
リ
ス
「
ミ
ス
テ
ィ
！

ど
う
し
た
の!

?

」

近
づ
く
ド
リ
ス

、
ミ
ス
テ
ィ
の
躰
に
起
こ
っ
て
い
る
事
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を
見
て
、
身
を
す
く
め
る
。

ミ
ス
テ
ィ
「
ド
…
…
リ
…
…
ス
…
…
？
」

褐
色
の
、
冷
た
い
輝
き
を
放
っ
て
い
た
膚
が
、
今
は
じ
っ
と

り
と
汗
ば
ん
で
、
肉
感
的
な
脈
動
を
し
て
い
る
。

ド
リ
ス
「

あ
な
た
も

、
マ
リ
ス
に
遇
っ
た
の
ね!

?

」

ミ
ス
テ
ィ
「
マ
リ
ス
の
お
か
げ
で
、
あ
た
し
は
生
ま
れ
変
わ
れ
る
の
…
…
。

こ
の
オ
ー
ガ
ン
の
中
で
、
い
て
い
い
存
在
に
な
れ
る
…
…
」

ド
リ
ス
「

（
悲
鳴
の
様
に
）
ふ
ざ
け
な
い
で
よ
ぉ
ぉ
！
」

逃
げ
出
す
ド
リ
ス
。

○
快
楽
門

走
る
ド
リ
ス
。

と
！

床
を
這
う
奇
怪
な
も
の

。

ド
リ
ス
「
ひ
っ
！
」
そ
れ
は
、
有
機
化
し
た
フ
レ
デ
ィ
＠
リ
ッ
カ
ー
。
ぬ
ら
ぬ
ら

と
し
た
舌
で
床
を
舐
め
て
い
た
。

フ
レ
デ
ィ
「
（
顔
を
上
げ
）

お
や
、
ド
リ
ス
＠
ド
ー
ル
か
ね
。
あ
ん
た

は
未
だ
、
マ
リ
ス
の
キ
ス
を
し
て
も
ら
っ
て
い
な
い
ん
だ
な
」

ド
リ
ス
「
あ
ん
た
の
そ
の
体
…
…
」

フ
レ
デ
ィ
「
気
持
ち
い
い
ん
だ
。
体
の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
ぐ
る
ぐ
る
、
何
か
が

走
り
回
っ
て
る
。
な
ん
だ
か
と
っ
て
も
暖
か
い
ん
だ
…
…
」

ド
リ
ス
「
（
嫌
悪
）

そ
ん
な
体
に
な
っ
て
、
何
が
い
い
っ
て
い
う
の!

?
」

フ
レ
デ
ィ
「
な
っ
て
み
た
ら
判
る
さ
」

ド
リ
ス
「
嫌
だ
わ
そ
ん
な
の
！
」

駆
け
だ
す
ド
リ
ス
。

し
か
し

、
潤
滑
油
が
切
れ
た
膝
間
接
が
ギ
シ
ギ
シ
と
な

り
、
ま
と
も
に
走
れ
ず

、
転
倒
。

ド
リ
ス
「
き
ゃ
あ
あ
！
」

バ
タ
リ
と
倒
れ
た
ド
リ
ス

、
必
死
に
上
半
身
を
上
げ
る
。

と

！

ド
リ
ス
「
…
…
何
よ
こ
こ
は
…
…
」

雑
然
と
放
置
さ
れ
た
マ
シ
ナ
リ
ー
の
残
骸
、
パ
イ
プ
、
機
器

類
が
変
容
し
て
い
る
。
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全
て
が
生
物
と
な
っ
て
、
脈
打
ち
、
呼
吸
し
、
体
温
調
節
分

泌
液
を
滲
ま
せ
て
い
る
。

ド
リ
ス
「

い
や
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」

ド
リ
ス
の
悲
鳴
が
快
楽
門
中
に
響
き
渡
る
。

○
エ
レ
ベ
ー
タ
前

ブ
シ
ュ
！

エ
レ
ベ
ー
タ
か
ら
降
り
立
つ
、
ジ
ョ
ー
＠
ア
ド
ミ
ン
。

快
楽
門
の
方
を
見
て
、
目
を
細
め
る
。

○
マ
リ
ス
の
部
屋

再
び
歌
を
歌
っ
て
い
る
マ
リ
ス
。

軽
や
か
に
体
を
動
か
し
、
自
己
の
体
を
巡
る
生
命
感
の
心
地

よ
さ
を
味
わ
っ
て
い
る

。

○
快
楽
門
前

ギ
ッ
、
ギ
ッ
、
金
属
音
を
響
か
せ
、
や
っ
て
く
る
ジ
ョ
ー
。

そ
こ
に
あ
る
べ
き
機
械
の
音
、
機
械
の
匂
い
が
し
な
い
。

ジ
ョ
ー
「
！
」
す
ぐ
目
の
下
に
、
ヘ
ザ
ー
が
い
た
。

ジ
ョ
ー
「
君
は
…
…
」

ニ
ッ
コ
リ
微
笑
む
ヘ
ザ
ー
。

ヘ
ザ
ー
「
こ
ん
に
ち
は
、
ジ
ョ
ー
＠
ア
ド
ミ
ン
。
ね
え
…
…
」

ジ
ョ
ー
「
ヘ
ザ
ー
、
だ
っ
た
者
よ
。
君
は
ま
る
で
マ
リ
ス
と
同
じ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
…
…
」

ヘ
ザ
ー
「
え
え
そ
う
よ
。
ジ
ョ
ー
」

ヘ
ザ
ー
、
ジ
ョ
ー
の
躰
に
触
れ
る
。

ヘ
ザ
ー
「
あ
な
た
だ
っ
て

、
あ
た
し
た
ち
み
た
い
な
体
に
な
れ
る
の
よ
？

キ
ス
を
さ
せ
て
」

少
女
で
は
あ
っ
て
も
、
男
を
悦
ば
せ
る
為
に
造
ら
れ
た
存
在
。
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ヘ
ザ
ー
の
声
は
甘
美
に
響
く
。

ジ
ョ
ー
「
キ
ス
、
だ
っ
て
…
…
？
」

ヘ
ザ
ー
、
ジ
ョ
ー
の
冷
た
く
固
い
腕
に
頬
を
す
り
寄
せ
、
上

目
遣
い
で
ジ
ョ
ー
を
見
る
。

ヘ
ザ
ー
「
あ
た
し
の
キ
ス
も
甘
い
の
よ
。
マ
リ
ス
と
同
じ
に
。
し
て
み
た
く

な
い
？
」催
眠
、
否
、
ジ
ョ
ー
の
行
動
決
定
ロ
ジ
ッ
ク
を
混
乱
さ
せ
て

い
る
。

ジ
ョ
ー
は
、
小
さ
な
少
女
の
言
う
が
ま
ま
に
身
を
屈
め
、
そ

の
顔
を
ヘ
ザ
ー
の
前
に
。

ジ
ョ
ー
「
ど
う
し
た
事
だ
…
…
。
ア
ド
ミ
ン
で
あ
る
私
が

、
ど
う
し
て

ド
ー
ル
の

、
ド
ー
ル
で
あ
っ
た
者
の
言
葉
に
従
っ
て
し
ま
う

の
だ
…
…
」

ヘ
ザ
ー
「
（
く
す
く
す
）
ジ
ョ
ー
、
あ
な
た
の
事
を
愛
し
て
あ
げ
る
」

ジ
ョ
ー
「
愛
…
…
？
」

ジ
ョ
ー
の
顔
を
両
掌
で
包
む
ヘ
ザ
ー
。

○
マ
リ
ス
の
部
屋

歌
っ
て
い
た
マ
リ
ス

、
物
音
に
歌
を
や
め
、
暗
い
室
内

を
見
入
る
。

マ
リ
ス
「

ド
リ
ス
…
…
？
」

暗
が
り
か
ら
姿
を
見
せ
る
ド
リ
ス
。
服
は
破
れ
、
虚
ろ
な
顔
。

ド
リ
ス
「
マ
リ
ス
＠
ド
ー
ル
…
…
」

微
笑
む
マ
リ
ス
。

○
ワ
ー
ク
エ
リ
ア

上
位
階
層
の
通
路
。

そ
こ
を
歩
く
ア
マ
ン
ダ
＠
ド
ー
ル
。

片
側
の
壁
は
内
装
が
剥
が
さ
れ
、
筋
肉
組
織
の
様
に
電
気
配

線
が
露
出
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
半
田
溶
接
作
業
を
し
て
い
る
、
チ
ッ
ク
＠
ソ
ル
ダ

ー
。
彼
は
そ
れ
が
こ
こ
で
の
仕
事

。
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ア
マ
ン
ダ
「
チ
ッ
ク
＠
ソ
ル
ダ
ー
」

作
業
を
止
め
て
、
ア
マ
ン
ダ
の
方
を
振
り
向
く
チ
ッ
ク
。

チ
ッ
ク
「

あ
ん
た
は

、
ド
ー
ル
か
…
…
？
」

ア
マ
ン
ダ
「
そ
う
。
私
は
ド
ー
ル
」

チ
ッ
ク
「
ド
ー
ル
は
同
じ
マ
シ
ナ
リ
ー
と
は
交
わ
ら
な
い
。
そ
う
じ
ゃ
な
か

っ
た
の
か
い
？
」

ア
マ
ン
ダ
「
そ
ん
な
事
、
も
う
ど
う
で
も
い
い
。
来
て
。
キ
ス
を
し
て
あ
げ

る
か
ら
」

チ
ッ
ク
「
キ
ス
？

ド
ー
ル
が
、
こ
の
俺
に
、
キ
ス
を
し
て
く
れ
る
？
」

チ
ッ
ク
、
立
ち
上
が
る
。

ア
マ
ン
ダ
、
近
づ
い
て
チ
ッ
ク
を
抱
き
し
め

ね
っ
と
り
と
し
た
口
蓋
を
開
い
て
、
別
の
生
き
物
の
様
な
舌

を
蠢
か
せ

チ
ッ
ク
の
冷
た
く
固
い
顔
に
舌
を
這
わ
せ

、

顔
周
辺
の
突
起
に
唇
を
ま
と
わ
り
つ
か
せ
て
悪
戯
っ
ぽ
い
目

で
チ
ッ
ク
を
見
る
。

チ
ッ
ク
「
う
ふ
ぅ
…
…
」

突
起
を
唇
で
し
ご
く
様
に
舐
め
た
後
、
ア
マ
ン
ダ
の
唇
は
チ

ッ
ク
の
唇
に
向
か
っ
て
い
く
。

ダ
ラ
リ
と
下
が
っ
た
チ
ッ
ク
の
半
田
溶
接
ア
ー
ム
が
、
未
だ

煙
を
薄
く
立
ち
登
ら
せ
な
が
ら
、
ワ
ナ
ワ
ナ
と
震
え
る
。

○
マ
リ
ス
の
部
屋

マ
リ
ス
の
す
ぐ
前
に
着
て
い
る
ド
リ
ス
。

マ
リ
ス
は
聖
母
の
様
に
微
笑
ん
で
い
る
だ
け
。

ド
リ
ス
「

お
願
い

。
あ
た
し
に
も
、
キ
ス
を
し
て
。
お
願
い
」

マ
リ
ス
「
そ
う
言
っ
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
の
よ
ド
リ
ス
。
だ
っ
て
あ

な
た
は
い
つ
も
あ
た
し
の
言
う
事
、
聞
い
て
も
く
れ
な
い
し
」

ド
リ
ス
「
今
ま
で
の
事
は
謝
る
わ
！

も
う
あ
な
た
を
お
か
し
な
ド
ー
ル
扱

い
し
な
い
。
だ
か
ら
、
だ
か
ら
お
願
い
よ
！
」

す
が
る
ド
リ
ス
を
優
し
く
抱
く
マ
リ
ス
。

マ
リ
ス
「
キ
ス
、
し
て
あ
げ
る
…
…
」

安
堵
の
色
が
ド
リ
ス
の
目
に
。
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○
快
楽
門

ペ
タ
リ
と
尻
餅
を
つ
い
て
い
る
ヘ
ザ
ー
。

そ
の
頬
に
は
、
鋭
い
も
の
で
つ
け
ら
れ
た
傷
。
そ
こ
か
ら
血

が
沸
き
だ
し
て
い
る
。

ジ
ョ
ー
「
す
ま
な
い
。
君
が
言
う
事
を
聞
か
な
い
か
ら

」

脅
え
た
顔
の
ヘ
ザ
ー
、
自
分
の
頬
に
そ
っ
と
指
を
あ
て
、
そ

の
指
先
に
つ
い
た
赤
い
血
を
見
る
。

ヘ
ザ
ー
「
こ
れ
な
に
？

ね
ぇ
、
こ
れ
な
に
？

い
、
痛
い
の
…
…
。
痛
い

の
ぉ
ぉ
！
」

○
マ
リ
ス
の
部
屋

ド
リ
ス
の
躰
を
優
し
く
包
む
様
に
抱
き
し
め
た
マ
リ
ス
、
唇

を
薄
く
開
け
て

、
目
を
閉
じ
た
ド
リ
ス
の
唇
を

○
別
の
エ
リ
ア

フ
ラ
フ
ラ
と
歩
く
エ
ル
ザ
。

そ
し
て

、
ミ
ス
テ
ィ
…
…
。

彼
女
達
は
快
楽
門
の
外
に
出
い
き
、
キ
ス
を
し
て
回
る
の
だ

ろ
う
。

○
ワ
ー
ク
・
エ
リ
アチ

ッ
ク
の
顔
を
抱
き
、
キ
ス
を
し
て
い
る
ア
マ
ン
ダ
。

そ
の
快
楽
に
身
を
震
わ
せ
て
い
る
チ
ッ
ク

、
そ
の
未
だ

熱
い
半
田
溶
接
ア
ー
ム
が

、
ア
マ
ン
ダ
を
抱
き
留
め
る

為
に

ア
マ
ン
ダ
の
背
に
近
づ
き

ア
マ
ン
ダ
「
！

ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア!

!

」

チ
ッ
ク
「!

?

ア
マ
ン
ダ
…
…
？
」

背
中
に
焼
き
印
を
押
さ
れ
た
ア
マ
ン
ダ
、
狂
っ
た
様
に
絶
叫

し
続
け
る
。
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○
マ
リ
ス
の
部
屋

ギ
ギ
ッ
。
ジ
ョ
ー
が
入
っ
て
き
た
。

ジ
ョ
ー
「
マ
リ
ス
！

マ
リ
ス!

?

」

見
回
し
た
ジ
ョ
ー
、
慄
然
。

甘
い
キ
ス
に
酔
い
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
ド
リ
ス
を
抱
き
、
座

っ
て
い
た
マ
リ
ス

、
そ
の
妖
し
く
光
る
目
を
ジ
ョ
ー
に

向
け
た
。

マ
リ
ス
「
ジ
ョ
ー
？

待
っ
て
い
た
の
よ
」

ジ
ョ
ー
「
君
は
、
自
分
が
何
を
し
て
い
る
の
か
判
っ
て
い
る
の
か
」

マ
リ
ス
「
あ
た
し
は
み
ん
な
を
違
う
も
の
に
し
て
あ
げ
て
い
る
の
。
あ
た
し

の
キ
ス
は
、
み
ん
な
を
幸
せ
に
し
て
あ
げ
る
為
の
も
の
。
そ
う
で

し
ょ
う
？
」

マ
リ
ス
、
ド
リ
ス
の
躰
を
置
い
て
立
ち
上
が
り
、
ジ
ョ
ー
に

近
づ
く
。

マ
リ
ス
「
み
ん
な
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
、
こ
の
オ
ー
ガ
ン
で
油
を
さ
し
て
永
遠

に
同
じ
事
を
過
ご
し
て
い
く
な
ん
て
、
つ
ま
ら
な
い
と
思
っ
て
い

た
に
違
い
な
い
わ
」

ジ
ョ
ー
「
…
…
」

マ
リ
ス
「
あ
な
た
だ
っ
て
そ
う
。
こ
の
階
層
の
ア
ド
ミ
ン
を
永
遠
に
続
け
る

な
ん
て
、
つ
ま
ら
な
い
と
思
わ
な
い
？
」

ジ
ョ
ー
、
マ
リ
ス
の
腕
を
掴
む
。

ジ
ョ
ー
「
来
る
ん
だ
」

マ
リ
ス
「
（
怪
訝
）
え
…
…
？
」

○
快
楽
門

生
物
と
化
し
た
機
器
類
が
蠢
く
異
様
な
空
間
。

そ
れ
を
見
渡
す
ジ
ョ
ー
と
マ
リ
ス
。

マ
リ
ス
「
み
ん
な
、
生
き
て
い
る
の
よ
…
…
」

ジ
ョ
ー
、
ヘ
ザ
ー
を
傷
つ
け
た
鋭
い
爪
で
、
機
器
の
一
つ
を

刺
す
。
吹
き
出
す
血
。
そ
し
て

機

器
「
き
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
！
」
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耳
を
覆
い
、
脅
え
る
マ
リ
ス
。

ブ
ル
ブ
ル
と
震
え
た
機
器
、
や
が
て
活
動
を
止
め
る
。

ヘ
ザ
ー
の
声
「
マ
リ
ス
ぅ
ぅ
、
ま
り
す
ぅ
ぅ
…
…
」

泣
き
な
が
ら
近
づ
い
て
来
る
ヘ
ザ
ー
。

マ
リ
ス
「
ヘ
ザ
ー!

?

」

顔
か
ら
夥
し
い
血
を
滴
ら
せ
、
洋
服
ま
で
も
血
に
染
め
た
姿
。

ヘ
ザ
ー
「
あ
た
し
の
体
、
変
な
の
ぉ
！

痛
い
の
ぉ
ぉ
！
」

マ
リ
ス
「
（
横
に
首
を
振
る
）
そ
ん
な
…
…
」

ジ
ョ
ー
「
君
が
し
た
事
は
、
こ
れ
な
ん
だ
！
」

マ
リ
ス
「

嫌
…
…
」

快
楽
門
に
マ
リ
ス
の
悲
痛
な
声
が
響
く
。

マ
リ
ス
「
（
オ
フ
）
い
や
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」

T
o
B
e
C
o
t
i
n
u
e
d
.
.
.
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